
参加者の植物知識に応じた住民参加型
｢田んぼの草花調査｣の設計法の開発

｢田んぼの草花調査｣から拡がる世界

農村内に見られる｢草花｣は､農村の生き

ものたちを支える重要な一員であり､その名

前や分布を知ることにより､地域の生態系の

理解を深めたり､悪影響を及ぼす外来植物の

動向などを知ることができます｡そこで､農

家と市民が協働して行う｢田んぼの生きもの

調査｣の一環として､ ｢農地･水･環境保全向

上対策｣などでの啓発的な活動を想定し,た

とえ植物知識の少ない初級者でも満足できる

ような｢田んぼの草花調査｣の設計法を開発

しました｡

参加者のさまざまな属性に応じた調査設計

専門家が不在でも調査できるように､水田

畦畔でよく見られる草花を対象に､目立つ花

や特徴的で見分けやすいものを中心に調査対

象を155種に絞り､簡単に見分けられるよう

にインデックスなどを工夫したガイドブック

を作成しました(図1)｡また､参加人数や

植物知識に応じた活動プログラムを選べるよ

うに､調査方法を体系化しました(図2)0
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図2活動プログラムの適用手順とプログラム内容

参加者の誰もが満足できる｢草花調査｣を目

指して

宮城県大崎市の｢農地･水･環境保全向上

対策｣を実施している6地区で本設計にて提

案プログラムを実施したところ､調査で確認

された60%以上の草種がガイドブック掲載

種となり､参加者からはおおむね満足との感

想を得ました(表1)0

今後は､畦畔以外の草花調査の設計法提案

など､農村の草花の豊かさにもっと気付いて

もらう調査方法の開発を進めていきます｡

表1 ｢農地･水･環境保全向上対策｣実施地区
における適用

地区 ���ら �2�D 燃�F 

実施月日 度ﾈ�#�?｢�7月20日 嶋ﾈ�#9?｢�8月23日 嶋ﾈ�#I?｢�9月10E3 

参加人数(うち子ども) �#b��R��12(0) �#B��R��18(12) 澱�2��5(0) 

属性タイプ �(uR�AⅡ 嶋uR�CⅡ �(uB�AⅠ 

適用プログラム ��b�P6 ��b�P6 ��R�P4 

全確認革種注')(A) 鼎"�63 鉄��57 鼎��55 

うちガイドブック掲載種(B) �#b�45 �3r�39 鼎��44 

(8)/(A) 田"R�71% 都BR�68% 塔RR�80% 

参加者の満足度注2) 辻�- 涛�R�75% 免����80% 

注1.対象畦畔の専門家調査による｡
注2･参加者(大人のみ)への事後アンケートで､ ｢満足｣の感想が得られた割合｡


